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(57)【要約】
動物において肥満症を予防または治療するのに有用な組成物を開示する。これらの組成物
は、動物において肥満症を予防または治療するのに有効な量のカプサイシノイド、好まし
くはカプサイシン、またはその活性代謝産物を含む。動物において肥満症を予防または治
療する方法であって、本発明組成物を投与することを含む方法をも開示する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動物において肥満症を予防または治療するのに有効な量のカプサイシノイドまたはその
活性代謝産物を含む組成物。
【請求項２】
　組成物が動物においてエネルギー制限に関連する１以上の遺伝子の発現を改変すること
ができる、請求項１の組成物。
【請求項３】
　カプサイシノイドがカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１の組成物。
【請求項４】
　カプサイシノイドがジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１の
組成物。
【請求項５】
　組成物がさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡよりなる群から選択され
る物質を含む、請求項１～４のいずれかの組成物。
【請求項６】
　組成物が湿潤ペットフードである、請求項１～５のいずれかの組成物。
【請求項７】
　組成物が乾燥ペットフードである、請求項１～５のいずれかの組成物。
【請求項８】
　動物がイヌ類である、請求項１～７のいずれかの組成物。
【請求項９】
　動物がネコ類である、請求項１～７のいずれかの組成物。
【請求項１０】
　動物において肥満症を予防または治療するための方法であって、動物において肥満症を
予防または治療するのに有効な量のカプサイシノイドまたはその活性代謝産物を含む組成
物を動物に投与することを含む方法。
【請求項１１】
　組成物が動物においてエネルギー制限に関連する１以上の遺伝子の発現を改変すること
ができる、請求項１０の方法。
【請求項１２】
　カプサイシノイドがカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１０の方法。
【請求項１３】
　カプサイシノイドがジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１０
の方法。
【請求項１４】
　組成物がさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡよりなる群から選択され
る物質を含む、請求項１０～１３のいずれかの方法。
【請求項１５】
　組成物が湿潤ペットフードである、請求項１０～１４のいずれかの方法。
【請求項１６】
　組成物が乾燥ペットフードである、請求項１０～１４のいずれかの方法。
【請求項１７】
　動物がイヌ類である、請求項１０～１６のいずれかの方法。
【請求項１８】
　動物がネコ類である、請求項１０～１６のいずれかの方法。
【請求項１９】
　動物において肥満症を予防または治療するための組成物の製造における、カプサイシノ
イドまたはその活性代謝産物の使用。
【請求項２０】
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　動物において食物摂取を自己調節させるための組成物の製造における、カプサイシノイ
ドまたはその活性代謝産物の使用。
【請求項２１】
　カプサイシノイドがカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１９～２０の
いずれかの使用。
【請求項２２】
　カプサイシノイドがジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である、請求項１９
～２０のいずれかの使用。
【請求項２３】
　動物において食物摂取を自己調節させるための方法であって、食物摂取を自己調節させ
るのに有効な量のカプサイシノイドまたはその活性代謝産物を含む組成物を動物に投与す
ることを含む方法。
【請求項２４】
　動物において食物摂取を自己調節させるのに有効な量のカプサイシノイドまたはその活
性代謝産物を含む組成物。
【請求項２５】
　食物摂取を自己調節させるのに有効な量の組成物を動物に投与することを含む、動物に
おいて食物摂取を自己調節させるための方法における、前記請求項のいずれかの組成物の
使用。
【請求項２６】
　動物において肥満症を予防または治療するのに有効な量の組成物を動物に投与すること
を含む、動物において肥満症を予防または治療するための方法における、前記請求項のい
ずれかの組成物の使用。
【請求項２７】
　前記請求項のいずれかの組成物を含むキット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]　本発明は、動物において肥満症を予防および／または治療するための組成物お
よび方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　多くの動物、特に愛玩動物（たとえばイヌおよびネコ）が、それらの理想体重
を超えた体重になるのは不幸な事実である。過剰の脂肪組織をもつため、これらの動物は
たとえば”太った”、”過体重”、または”肥満”と臨床診断される可能性があり、その
ため関連する身体上の障害、たとえば関節炎、心疾患、呼吸器疾患、糖尿病、膀胱癌、甲
状腺機能低下、関節疾患および／または膵炎に罹患する可能性がより高い。
【０００３】
　[0003]　愛玩動物における過剰の脂肪組織量の予防または減少のための試みには、一般
に食事制限および運動が含まれる。実際に、カロリー摂取の管理、体重増加の予防、また
は減量の促進のために、過体重の愛玩動物用の多数の”低”または”減”カロリー飼料が
開発され、市販されている。しかし、そのようなペットフード配合物を入手できるにもか
かわらず、愛玩動物において肥満症を予防または治療するための革新的な成分および栄養
素を含むさらに他の配合物の開発が依然として求められている。
【０００４】
　[0004]　イヌの細胞培養ゲノムアッセイ法を用いて、本発明者らは種々のイヌ遺伝子の
発現をインビトロで改変できる物質を同定した。これらのデータと、マウスにおいてエネ
ルギー（カロリー）制限した際に特定の遺伝子の発現が改変される可能性があることを示
唆する最近の所見（Higami, Y. et al. J. Nutr. 2006 Feb; 136(2): 343-52）とを合わ
せて、本発明者らは愛玩動物において肥満症を予防または治療するのに有用となりうる一
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連の物質を同定した。具体的には、以下に記載するように、摂取試験から収集したインビ
ボデータは、カプサイシンを含む組成物が動物において肥満症を予防または治療するのに
特に有効であることを指摘する。
【０００５】
　[0005]　トウガラシ（ｃｈｉｌｉ　ｐｅｐｐｅｒ）の”辛味（ｈｅａｔ）”または刺激
性の根源として周知のアルカロイドであるカプサイシンは、たとえば昆虫および動物の忌
避剤として、ならびに医療用のクリーム剤およびゲル剤中を含めて、多数の方法に用いら
れている。さらに、ＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　５，２７３，７５４には、”熱感性駆風作用物
質（ｈｅａｔｉｎｇ　ｃａｒｍｉｎａｔｉｖｅ　ｓｕｂｓｔａｎｃｅ）”、好ましくはカ
プサイシン、および”冷感性駆風作用物質（ｃｏｏｌｉｎｇ　ｃａｒｍｉｎａｔｉｖｅ　
ｓｕｂｓｔａｎｃｅ）”を含む食欲抑制組成物の経口投与により食欲を低下させるための
方法が開示されている。しかしこの参考文献は、冷感性駆風作用物質（たとえばペパーミ
ント、スペアミント、メントール）を添加しないカプサイシンを含む組成物を開示してお
らず、カプサイシンを含む動物飼料としての組成物も開示していない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】ＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　５，２７３，７５４
【非特許文献】
【０００７】
【非特許文献１】Higami, Y. et al. J. Nutr. 2006 Feb; 136(2): 343-52
【発明の概要】
【０００８】
　[0006]　本発明は、動物において肥満症を予防および／または治療するのに有用な組成
物に関する。それらの組成物は、動物においてエネルギー制限に関連する１以上の遺伝子
の発現を改変する、たとえばアップまたはダウンレギュレートすることができる物質を含
む。したがって１観点において本発明は、動物において肥満症を予防または治療するのに
有効な量のカプサイシノイド（ｃａｐｓａｉｃｉｎｏｉｄ）またはその活性代謝産物を含
む組成物に関する。１態様において、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性代
謝産物である。他の態様において、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその
活性代謝産物である。他の態様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、エイ
コサペンタエン酸（ＥＰＡ）またはドコサヘキサエン酸（ＤＨＡ）のうちいずれか１種類
以上を含むことができる。１態様において、組成物は湿潤ペットフードである。他の態様
において、組成物は乾燥ペットフードである。１態様において、処置される動物はイヌ類
である。他の態様において、処置される動物はネコ類である。
【０００９】
　[0007]　他の観点において本発明は、動物において肥満症を予防または治療するのに有
効な量の、動物においてエネルギー制限に関連する１以上の遺伝子の発現を改変する、た
とえばアップまたはダウンレギュレートすることができる物質を含む組成物を動物に投与
することにより、動物において肥満症を予防および／または治療するための方法に関する
。１態様において、組成物はカプサイシノイドまたはその活性代謝産物を含む。１態様に
おいて、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態様にお
いて、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態
様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡのうちいずれ
か１種類以上を含む。１態様において、組成物は湿潤ペットフードである。他の態様にお
いて、組成物は乾燥ペットフードである。１態様において、処置される動物はイヌ類であ
る。他の態様において、処置される動物はネコ類である。
【００１０】
　[0008]　さらに他の観点において本発明は、動物において食物摂取を自己調節させるの
に有効な量のカプサイシノイドまたはその活性代謝産物を含む組成物に関する。１態様に
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おいて、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態様にお
いて、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態
様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡのうちいずれ
か１種類以上を含む。１態様において、組成物は湿潤ペットフードである。他の態様にお
いて、組成物は乾燥ペットフードである。１態様において、処置される動物はイヌ類であ
る。他の態様において、処置される動物はネコ類である。
【００１１】
　[0009]　他の観点において本発明は、動物において食物摂取を自己調節させるための方
法であって、食物摂取を自己調節させるのに有効な量のカプサイシノイドまたはその活性
代謝産物を含む組成物を動物に投与することを含む方法に関する。１態様において、カプ
サイシノイドはカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態様において、カプサ
イシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物である。他の態様において、
組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡのうちいずれか１種類以上
を含む。１態様において、組成物は湿潤ペットフードである。他の態様において、組成物
は乾燥ペットフードである。１態様において、処置される動物はイヌ類である。他の態様
において、処置される動物はネコ類である。
【００１２】
　[0010]　さらに他の観点において本発明は、動物において肥満症を予防または治療する
ための組成物の製造における、カプサイシノイドまたはその活性代謝産物の使用に関する
。具体的態様において、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性代謝産物である
。他の態様において、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物
である。他の態様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨ
Ａのうちいずれか１種類以上を含むことができる。１態様において、組成物は湿潤ペット
フードである。他の態様において、組成物は乾燥ペットフードである。１態様において、
処置される動物はイヌ類である。他の態様において、処置される動物はネコ類である。
【００１３】
　[0011]　さらに他の観点において本発明は、動物において食物摂取を自己調節させるた
めの組成物の製造における、カプサイシノイドまたはその活性代謝産物の使用に関する。
具体的態様において、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性代謝産物である。
他の態様において、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはその活性代謝産物で
ある。さらに他の態様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、ＥＰＡおよび
ＤＨＡのうちいずれか１種類以上を含むことができる。１態様において、組成物は湿潤ペ
ットフードである。他の態様において、組成物は乾燥ペットフードである。１態様におい
て、処置される動物はイヌ類である。他の態様において、処置される動物はネコ類である
。
【００１４】
　[0012]　さらに他の観点において本発明は、本明細書に詳述するように、動物において
肥満症を予防または治療するための方法、および動物において食物摂取を自己調節させる
ための方法における、本発明組成物の使用に関する。
【００１５】
　[0013]　さらに他の観点において本発明は、本発明組成物を含むキットに関する。
　[0014]　本発明の他の特徴および利点は、以下の例の詳細な記述を参照することにより
理解されるであろう。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　[0015]　記載した特定の方法、プロトコルおよび試薬は変更できるので、本明細書に記
載する本発明はそれらに限定されないものとする。本明細書中で用いた用語は特定の態様
を記述するためのものにすぎず、決して本発明の範囲を限定するためものではないことも
理解すべきである。
【００１７】
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　[0016]　別途定義しない限り、本明細書中で用いるすべての技術用語および科学用語は
、本発明が属する分野の当業者が一般に理解しているものと同じ意味をもつ。本明細書中
で引用または参照したすべての特許、特許出願、刊行物および他の参考文献を、あらゆる
目的で援用する。
【００１８】
　[0017]　本明細書および特許請求の範囲で用いる単数形には、そうではないことが状況
から明示されない限り、複数表示が含まれる。
　[0018]　本明細書中で用いる用語”過体重”、”太った”、”肥満”、”肥満症”およ
びこれらに類する用語は、それの’理想体重’より多い動物の体重状態を表わす。たとえ
ば、動物に適用した用語”太った”は、動物飼育の専門家その他の当業者に既知の技術お
よび方法を用いて、過剰量の体脂肪組織をもつと判定されたいずれかの動物、または過剰
量の体脂肪組織を発現する傾向にある動物を意味することができる。たとえば下記の場合
、動物は”太っている”とみなされる：（１）その動物が２５以上の肥満指数（ＢＭＩ）
をもつ場合（動物の状態を特性付けるある方法において”過体重”および”肥満”動物を
含むとみなされる数値）、（２）動物飼育の専門家が判定して、または当業者に既知のと
おり、動物の体重がそれの”理想体重”より１５％以上多い場合、（３）ＤＥＸＡにより
測定して、動物の体脂肪率が２７％以上である場合、あるいは（４）当業者が”Small An
imal Clinical Nutrition”, 4th Edition, Chapter 13 (ISBN 0-945837-05-4)に記載さ
れた方法を用いて判定して１～５の尺度で動物が３より大きい身体状態スコア（ＢＣＳ）
をもつ場合、または他のＢＣＳ法を用いてそれと同等のものをもつ場合。ある場合には、
理想体重より２０％以上多い動物が肥満とみなされる。本明細書中で本発明の方法および
組成物に関して用いる用語”肥満症”は、当業者がその動物に理想的であるより多いとみ
なすいずれかの体重状態を含む。
【００１９】
　[0019]　本発明はいずれかの動物、好ましくは哺乳動物、より好ましくは愛玩動物に関
する。用語”愛玩動物”は、ヒトと密接な関係で生きているいずれかの動物を表わし、い
ずれかの品種のイヌ類およびネコ類が含まれるが、これらに限定されない。たとえば、本
明細書においてこの用語は、その食事をヒトが管理できかつ本明細書に開示する配合物の
給餌が有益となりうるいかなる動物も含むことができるものとする。これらの動物には、
たとえば家畜化された農場動物（たとえばウシ、ウマ、ブタなど）、および家畜化されて
いない動物であってたとえば動物園などに捕獲状態にあるものを含めることができる。
【００２０】
　[0020]　本明細書中で用いる”肥満症を予防または治療するのに有効な量”、”有効量
”などの用語は、特定の生物学的結果を達成するのに有効となりうる、本明細書に記載す
る化合物、物質または組成物の量を表わす。そのような結果には、肥満症の治療および／
または予防を含めることができるが、これらに限定されない。そのような有効な活性は、
たとえば本発明組成物をその必要がある動物に投与することにより達成できる。
【００２１】
　[0021]　本明細書中で用いる、名称を挙げたいずれかの物質には、その物質だけでなく
、場合によりそのいずれかの化学的均等物、活性代謝産物または塩も含まれる。たとえば
本明細書中に示す用語”ビタミン”は、当業者が容易に認識できるように、本発明組成物
の配合に適切なこれらの化合物のあらゆる化学的形態または均等物を含むものとする。
【００２２】
　[0022]　本明細書中で用いる”カプサイシノイド”は、一般にトウガラシ属（Ｃａｐｓ
ｉｃｕｍ）の植物、たとえばトウガラシの果実の”辛味”または刺激性の感覚の原因であ
る化合物を表わす。このクラスの化合物には、カプサイシン（すなわち８－メチル－Ｎ－
バニリル－６－ノネンアミド）、ジヒドロカプサイシン、ノルジヒドロカプサイシン、ホ
モカプサイシンおよびホモジヒドロカプサイシンが含まれ、それらの構造および化学式は
当業者に周知である。本明細書中で用いる場合、この用語には天然に存在するカプサイシ
ノイド（たとえばトウガラシまたはパプリカから単離したもの）、ならびにそのあらゆる
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合成形態、およびいずれかの塩類または代謝産物が含まれる。カプサイシノイドの性状は
、粉末、油、樹脂、または本明細書に開示する組成物との配合に適切な他の形態であって
もよい。市販の形態には、たとえばシマトウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ｆｒｕｔｅｓｃ
ｅｎｓ　Ｌ．）またはトウガラシ（Ｃａｐｓｉｃｕｍ　ａｎｎｕｕｍ　Ｌ．）の乾燥果実
、たとえば”トウガラシ・オレオレジン、アフリカタイプ（ｏｌｅｏｒｅｓｉｎ　ｃａｐ
ｓｉｃｕｍ，　Ａｆｒｉｃａｎ　ｔｙｐｅ）”（後記の実施例中では単に”トウガラシ”
と表記する）（ＫＡＬＳＥＣ、ミシガン州カラマズー）として市販されるものが含まれる
。本発明において意図するように、本発明組成物は１種類以上のカプサイシノイドを含む
ことができる。
【００２３】
　[0023]　本明細書中で用いる”可溶性繊維”は、消化に際して水を引き付け、栄養素の
吸収速度を低下させる食物繊維を表わし、一般にたとえばエンバク糠、種子、マメ類、お
よび特定の果実および野菜、たとえばテンサイパルプ、グアーゴム、チコリ根、オオバコ
、ペクチン、ブルーベリー、クランベリー、カボチャ、リンゴ、エンバク、マメ類、柑橘
類、オオムギ、またはエンドウ中にみられる。本明細書中で用いる場合、この用語には、
当業者に自明のとおり、本発明に開示する組成物に適切ないずれかの供給源の可溶性繊維
が含まれる。
【００２４】
　[0024]　本明細書中で用いる用語”動物においてエネルギー制限に関連する１以上の遺
伝子の発現を改変する”は、遺伝子のｍＲＮＡレベルをアップまたはダウンレギュレート
し、したがってこれらの遺伝子によりコードされるタンパク質のレベルがこれに応じて改
変されることを表わし、その結果、動物の体重に有益な効果が得られる。いずれか特定の
理論に限定されるわけではないが、発現の変化はｍＲＮＡ転写体の安定性の改変および／
または実際の転写レベルの改変に帰因する可能性がある。
【００２５】
　[0025]　”動物においてエネルギー制限に関連する遺伝子”は、エネルギーまたはカロ
リーの制限を受けた動物対象において改変される遺伝子を表わす。いずれか特定の理論に
限定されるわけではないが、そのような遺伝子の例にはHigami, Y. et al. J. Nutr. 200
6 Feb; 136(2): 343-52中に考察されたものが含まれ、炎症、細胞骨格、細胞外マトリッ
クスおよび血管形成に関連する遺伝子が含まれると考えられる。以下に示す表１Ａに、そ
の発現が種々の化合物の存在下においてインビトロで改変される若干の対応するイヌ類遺
伝子を挙げる；本明細書に開示するように、カプサイシンはこれらの遺伝子のうち幾つか
をインビトロで改変することができる(”＊”で示す)。
【００２６】
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【表１－１】

【００２７】
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【表１－２】

【００２８】
　[0026]　本発明は、インビトロで特定の物質が、エネルギー制限した際にマウスにおい
ても改変された多数のイヌ類遺伝子の発現を改変（すなわちアップまたはダウンレギュレ
ート）しうるという意外な知見に基づき、特に本明細書に開示するインビボデータはカプ
サイシノイド、たとえばカプサイシンを含む組成物が動物において肥満症を治療または予
防するのに有用な可能性があることを指摘する。詳細には、ただしいずれか特定の理論ま
たは本発明の作用様式に限定されるわけではないが、これらのデータはカプサイシンを飼
料組成物に添加すると愛玩動物による飼料摂取を自己減少させうることを指摘する。した
がって、特定の１観点において本発明は、動物において肥満症を予防および／または治療
するのに有用な組成物であって、動物において肥満症を治療または予防するのに有効な量
のカプサイシノイド、好ましくはカプサイシンを含む組成物に関する。他の観点において
本発明は、動物において肥満症を予防および／または治療する方法であって、動物におい
て肥満症を治療または予防するのに有効な量のカプサイシノイド、好ましくはカプサイシ
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ンを含む組成物を動物に投与することを含む方法に関する。
【００２９】
　[0027]　本明細書中で用いる”動物における飼料摂取の自己調節”は、動物が満腹する
までの量を摂取し、さらにこの量を超える量（肥満症になる可能性がある）の飼料を摂取
しない傾向を表わす。たとえばそのような傾向は動物（たとえばイヌ類）がまだ飼料の入
っている飼料皿から歩き去ることにより特性付けることができ、動物は他の飼料組成物を
与えた場合より少ない量の本発明組成物を摂取した時点で満腹感に達している。一般に飼
料をそれらのボウル内に残し、その後種々の時点で戻って再び食べるにすぎないネコ類に
関しては、本発明においてはネコ類がその飼料ボウルをそれぞれ訪れる際に実際にネコ類
により摂取される飼料の総量を本発明組成物が全般的に減少させうることを意図する。
【００３０】
　[0028]　本明細書中で用いる”成分”は、組成物のいずれかの構成要素を表わす。”栄
養素”は、栄養を供給する物質を表わす。場合により、成分は１種類より多い”栄養素”
を含むことがある；たとえば、組成物は魚油を成分として含むことができ、この油自体が
重要な栄養素、たとえばＥＰＡおよびＤＨＡを含む。これらの用語の区別は当業者に周知
である。
【００３１】
　[0029]　本発明において意図するように、本発明組成物は栄養的に完全でありかつバラ
ンスのとれた動物飼料組成物であって、さらにカプサイシノイド、好ましくはカプサイシ
ンを含む組成物を包含するものとする。他の観点において、本発明組成物はさらに可溶性
繊維、メチオニン、ＥＰＡおよびＤＨＡのうちいずれか１種類以上を含むことができる。
【００３２】
　[0030]　栄養的に完全でありかつバランスのとれたペットフード組成物は当業者に周知
である。たとえば、栄養的に完全でありかつバランスのとれた動物飼料組成物に適切な栄
養素および成分などの物質、ならびにその推奨量は、たとえばOfficial Publication of 
the Association of American Feed Control Officials, Inc.(AAFCO), ジョージア州ア
トランタ, 2005、またはNational Research Council’s Nutrient Requirements of Dogs
 and Cats, The National Academy Press, ワシントンD.C., 2006中にある。
【００３３】
　[0031]　たとえば、栄養的に完全でありかつバランスのとれた本発明のドッグフード組
成物は下記のものを含むことができる：
　約０～約９０重量％、好ましくは約５～約４５重量％の炭水化物；
　約５～約７０重量％、好ましくは約１０～約６０重量％のタンパク質；
　約２～約５０重量％、好ましくは約５～約４０重量％の脂肪；
　約０．１～約２０重量％、好ましくは約１～約１１重量％の総食物繊維；
　約０～約１５重量％、好ましくは約２～約８重量％のビタミンおよび無機質、酸化防止
剤、ならびに動物の栄養要求を支持する他の栄養素；ならびに
　約２５～約２００ｐｐｍ、好ましくは約５０～約１２５ｐｐｍのカプサイシン。
【００３４】
　[0032]　たとえば、栄養的に完全でありかつバランスのとれた本発明のキャットフード
組成物は下記のものを含むことができる：
　約０～約９０重量％、好ましくは約５～約４５重量％の炭水化物；
　約５～約７０重量％、好ましくは約２０～約６０重量％のタンパク質；
　約２～約５０重量％、好ましくは約５～約４０重量％の脂肪；
　約０．１～約２０重量％、好ましくは約１～約１１重量％の総食物繊維；
　約０～約１５重量％、好ましくは約２～約８重量％のビタミンおよび無機質、酸化防止
剤、ならびに動物の栄養要求を支持する他の栄養素；ならびに
　約２５～約２００ｐｐｍ、好ましくは約５０～約１２５ｐｐｍのカプサイシン。
【００３５】
　[0033]　特に、前記に述べたように本発明組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、Ｅ
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ＰＡおよびＤＨＡのうちいずれか１種類以上を含むことができる。それぞれの適量は、過
度の実験なしに、たとえばペットフード組成物を配合するのに用いられる常法に従って生
物学的利用能、熱安定性および／または有効性試験を行なうことにより、当業者が容易に
決定できる。たとえば、量は約０．３～約７％の可溶性繊維、約０．５０～約１．５０％
のメチオニン、約０．１０～約０．６０％のＥＰＡおよび約０．１０～約０．５０％のＤ
ＨＡである。
【００３６】
　[0034]　本発明組成物はさらに、当技術分野で一般に知られている添加剤、たとえば安
定剤および加工助剤を、本発明により提供される目的および効果を損なわない量で含有す
ることができる。安定剤は、貯蔵寿命を延長するのに用いられる物理的方法の効果を補助
または強化することにより組成物の貯蔵寿命を延長するために添加できる。安定剤の例は
、保存剤、酸化防止剤、相乗剤および金属イオン封鎖剤、包装用ガス、乳化剤、増粘剤、
ゲル化剤ならびに保湿剤である。乳化剤および増粘剤の例にはゼラチン、セルロースエー
テル、デンプン、デンプンエステル、デンプンエーテルおよび改質デンプンが含まれるが
、これらに限定されない。栄養性および嗜好性を目的として当技術分野において既知の他
の添加剤を使用でき、それらの適量は当業者が容易に決定できる。たとえば、約５重量％
までのそれらの添加剤を使用できる。添加剤には酸化鉄、塩化ナトリウム、クエン酸カリ
ウム、塩化カリウムおよび他の食用塩類、着香剤、ビタミン、無機質ならびに着色剤も含
まれるが、これらに限定されない。
【００３７】
　[0035]　いかなる稠度（consistency）または水分の飼料も考慮されるが、好ましくは
本発明組成物はたとえば湿潤または乾燥した動物飼料組成物であってもよい。”湿潤”飼
料は缶またはホイルバッグに入れて販売される、約７０～約９０％の水分を含む飼料を表
わす。”乾燥”飼料は約５～約１５％の水分を含む組成物を表わし、しばしば小片または
キブル（ｋｉｂｂｌｅ）の形態に加工される。本発明においては種々の稠度をもつ成分お
よび１種類より多い稠度をもつ可能性のある成分を含むことができる組成物も考慮される
；たとえば柔らかい、噛みごたえのある（ｃｈｅｗｙ）食肉様の粒子、および外側の穀物
成分と内側のクリーム成分を含むキブル、たとえばＵＳ　Ｐａｔｅｎｔ　６，５１７，８
７７に記載のもの。
【００３８】
　[0036]　本発明においては当業者に周知の一般的な製造方法を用いて本発明組成物を製
造できると考えられる。カプサイシノイドは製造プロセスのいかなる時点でも添加できる
が、製造過程で熱処理により活性または”辛味”（たとえばスコビル（Ｓｃｏｖｉｌｌｅ
）単位で測定）が失われる可能性、およびカプサイシノイドが揮発性であれば製造過程で
これらの化合物に不必要に曝露される可能性を避けるために、特別な注意を払うべきであ
る。
【００３９】
　[0037]　本発明において意図するように、本発明組成物はカプサイシノイドを、約２５
ｐｐｍから、好ましくは約５０ｐｐｍから、より好ましくは約１２５ｐｐｍから約２００
ｐｐｍまでの有効成分量で含むことができる。重要なことは、カプサイシノイドの量は摂
取した際に動物に不都合な、不快な、または有害な身体作用を引き起こすほど多量でなっ
てはならないことである。後記の実施例に開示するように、本発明組成物は、動物におい
て肥満症を予防または治療するのに有効であるけれども動物がその飼料の摂取を躊躇せず
かつ動物に何らかの有害な身体作用を引き起こすこともない量のカプサイシノイドを含む
。
【００４０】
　[0038]　前記に述べたように、本発明の他の特定の観点は、１種類以上のカプサイシノ
イドを含む有効量の組成物を動物に投与することにより、動物において肥満症を治療また
は予防するための方法に関する。好ましくは、カプサイシノイドはカプサイシンである。
本発明の組成物および方法は総体的な減量計画の一部であってもよく、たとえば本発明の
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組成物および方法を、規則的な運動、およびおやつ、残飯またはペット用スナックの摂取
制限と組み合わせて採用できる。さらに本発明組成物は動物に飼料摂取量を自己調節させ
るので、本明細書に開示する組成物は、自分の動物の身体状態または健康状態に特に配慮
しない可能性のあるペット飼い主、たとえば自分のペットに飼料を過剰に与える傾向のあ
るペット飼い主、および／または自分のペットを運動させるのに時間を使う傾向が少ない
ペット飼い主に、特に有用であるとも考えられる。
【００４１】
　[0039]　さらに他の観点において本発明は、動物において肥満症を予防または治療する
ための組成物の製造における、および動物において食物摂取を自己調節させるための組成
物の製造における、カプサイシノイドまたはその活性代謝産物の使用に関する。いずれの
使用に関しても、具体的態様において、カプサイシノイドはカプサイシンまたはその活性
代謝産物である。他の態様において、カプサイシノイドはジヒドロカプサイシンまたはそ
の活性代謝産物である。他の態様において、組成物はさらに可溶性繊維、メチオニン、Ｅ
ＰＡおよびＤＨＡのうちいずれか１種類以上を含むことができる。１態様において、組成
物は湿潤ペットフードである。他の態様において、組成物は乾燥ペットフードである。１
態様において、処置される動物はイヌ類である。他の態様において、処置される動物はネ
コ類である。
【００４２】
　[0040]　本発明は、動物において肥満症を治療または予防するのに有効な量の本発明組
成物を動物に投与することを含む、動物において肥満症を予防または治療するための方法
における、本明細書に開示するいずれかの組成物の使用をも含む。同様に本発明は、動物
において食物摂取を自己調節させるのに有効な量の本発明組成物を動物に投与することを
含む、動物において食物摂取を自己調節させるための方法における、本明細書に開示する
いずれかの組成物の使用をも含む。
【００４３】
　[0041]　本発明は、本発明組成物を含むキットを包含することも考慮する。このキット
は、本発明組成物を含むほか、たとえば愛玩動物における肥満症の問題に関する情報、お
よび自分の愛玩動物の全般的な身体状態の改善に関心があるペット飼い主に対する指示を
さらに含むことができ、これには本発明組成物を与えることが含まれる。キットはさらに
、ペットの飼い主が自分の愛玩動物の身体状態をモニターするための指示および手段、動
物の体重減少量を記録するための材料および指示、たとえば動物の体重減少量を記録する
ための一般的なノートまたは日誌、ならびにそのようなデータを電子的にコンパイルする
のに適切な電子その他の手段、たとえばコンピューターソフトウェアを含むことができる
が、これらに限定されない。キットはさらに、ペットとペット飼い主の両方に適した運動
用具、たとえばボール、フリスビー（ｆｌｙｉｎｇ　ｄｉｓｋｓ、ＦＲＩＳＢＥＥＳ）、
歩数計付き引き綱もしくは同様な器具、または総合的な減量キットの一部として有用と思
われる他のものを含むことができる。さらにキットは、本発明組成物を与える愛玩動物の
ための低カロリーのスナックまたはおやつを含むことができる。キットは、たとえば食料
品店、ペット店またはディスカウントストアおよび動物病院での商業販売または小売に適
したいかなる形態であってもよい。本明細書に記載するキットの製造および包装のための
一般的方法を使用でき、それらは当業者に周知であろう。
【００４４】
　[0042]　以下の実施例は本発明をさらに説明するものであり、本発明を限定するための
ものではない。
【実施例】
【００４５】
　実施例１
　インビトロでイヌ類の遺伝子の発現を改変しうる物質のデータベースの作成
　[0043]　本発明者らは、イヌ類の細胞においてインビトロで種々のイヌ類遺伝子の発現
を改変することが知られている物質のデータベースを、以下に示す先に記載された方法に
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従ってコンパイルした（たとえばＵ．Ｓ．２００６－０２００３２０　Ａ１を参照）。
【００４６】
　[0044]　被験物質を２種類の濃度で下記のイヌ類細胞系を用いてアッセイする：ＣＣＬ
３４（腎臓）、ＣＲＬ１４３０（胸腺）、ＣＣＬ１８３（骨）（すべてアメリカン・ティ
ッシュー・カルチャー・コレクションから入手した）およびＣＴＡＣ（甲状腺）（参照：
イヌ類末梢リンパ球から精製したエフェクター細胞におけるＮＫ活性の測定, Veterinary
 Immunology and Immunopathology, 35 (1993) 239-251)。要約すると、細胞をＯｐｔｉ
Ｃｅｌｌチャンバー内で常法に従って培養し、翌日、被験物質で処理する。２種類の濃度
で用いたうちの高い方の溶剤を対照として用いる。翌日、細胞をゲノムアッセイのために
収穫する。
【００４７】
　[0045]　イヌ類培養物から、市販の方法、たとえばＲＮＡｅａｓｙ　Ｍｉｎｉ　Ｋｉｔ
（Ｑｉａｇｅｎ、カリフォルニア州バレンシア）により製造業者の指示および常法に従っ
てＲＮＡを単離する。単離したＲＮＡの品質を、ＲＮＡ　６０００　Ｎａｎｏ　Ａｓｓａ
ｙおよびＡｇｉｌｅｎｔ　２１００　Ｂｉｏａｎａｌｙｚｅｒにより分析する。Ｒｅａｇ
ｅｎｔ　Ｋｉｔ　Ｇｕｉｄｅ（参照：Ｅｄｉｔｉｏｎ　Ｎｏｖｅｍｂｅｒ　２００３、Ａ
ｇｉｌｅｎｔ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓによる）に示された製造業者の指示に従い、下
記を改変して操作を実施する：ゲル調製に際して、濾過したゲルを６５μＬずつに小分け
するのではなく、濾過した保存ゲルを元の微量遠心管内に保持しておき、必要に応じて６
５μＬずつ分取する；ＲＮＡ　６０００　Ｎａｎｏ　Ｍａｒｋｅｒに装填する際、試料を
入れない予定の各試料ウェルには１μＬのＲＮアーゼを含まない水（ＲＮＡ　６０００　
Ｎａｎｏ　Ｍａｒｋｅｒの代わり）を添加する。ＲＮＡ　６０００　Ｌａｄｄｅｒおよび
試料の装填に際して、試料およびＲＮＡ　６０００　Ｌａｄｄｅｒをさらに３０秒間（合
計２．５分間）、７１℃で熱変性する；”Ｓｔａｒｔｉｎｇ　ｔｈｅ　Ｃｈｉｐ　Ｒｕｎ
（チップ作動の開始）”に関しては、”Ｅｕｋａｒｙｏｔｅ　Ｔｏｔａｌ　ＲＮＡ　Ｎａ
ｎｏ（真核細胞全ＲＮＡ　Ｎａｎｏ）”オプションをアッセイメニューから選択する。
【００４８】
　[0046]　処理細胞系および対照について、Ａｆｆｙｍｅｔｒｉｘイヌ類遺伝子チップＣ
ａｎｉｎｅ－１およびＣａｎｉｎｅ－２を用い、製造業者の指示に従って遺伝子発現を測
定する。遺伝子発現データを、与えたいずれかの処理について”アップ”または”ダウン
”レギュレートされたと判定する。遺伝子が”アップ”または”ダウン”であるかどうか
の決定は、個々のプローブそれぞれについての処理強度／対照強度として計算した変化倍
数に基づく。その数値が＜１／１．５（４種類の細胞系分析すべてにわたって）または＜
１／２（細胞系分析内について）である場合はその変化倍数をダウンレギュレートされた
とみなし、＞１．５（４種類の細胞系分析すべてにわたって）または＞２（細胞系分析内
について）である場合はその変化倍数をアップレギュレートされたとみなす。同様に、プ
ローブが比較した条件（処理または対照）のうち１つのみにおいて”存在する”と呼び出
され、他においては”不存在”または”境界”であり、その変化倍数が用いたソフトウェ
アに従って有意である場合、そのプローブを以後の精査に有意とみなす。２つの処理にお
いて反対方向にレギュレートされたと思われるプローブは、以後の分析から除外する。粗
データをＧｅｎｅＳｐｒｉｎｇ　ｖｅｒｓｉｏｎ　７．０（ＧＳ）ソフトウェア（Ａｇｉ
ｌｅｎｔ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ）により分析し、Ｒ－Ｂｉｏｃｏｎｄｕｃｔｏｒ（Ｒ
Ｂ）フリーウェアにより確認する。両ソフトウェアパッケージを用いて、Ａｆｆｙｍｅｔ
ｒｉｘ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔが作成したＣＥＬファイルからプローブ強度を計算する。
プローブ毎の存在／不存在／境界呼出し、およびＰ－値を、Ｒ－Ｂｉｏｃｏｎｄｕｃｔｏ
ｒおよびＧｅｎｅＳｐｒｉｎｇソフトウェアにより別個に計算する。
【００４９】
　[0047]　データ分析のために２つのスキームを用いる。第１：”細胞系全体”および”
個々の細胞系内”。第１スキームでは、遺伝子がすべての細胞系にわたって有意かつ共通
であることが認められればそれらを採点のために選択する。”細胞系全体”は、最小ノイ
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能な最良の手掛かりを提供することができる。第２スキームでは、個々の細胞系内で２つ
の処理において両ソフトウェアパッケージに従って有意の変化倍数を示す遺伝子のみを採
点する。
【００５０】
　[0048]　前記に示した表１Ａは、その発現がインビトロで種々の化合物の存在下におい
て改変されたイヌ類遺伝子のリストである。具体的には、カプサイシンにより改変された
遺伝子を星印（＊）で識別する。
【００５１】
　実施例２
　インビボでのイヌ類の摂取試験
　[0049]　実施例１のインビトロデータに基づいて、カプサイシンを含む飼料を調べるイ
ンビボでのイヌ類の摂取試験を、以下に示すように実施する。
【００５２】
　[0050]　可能性のある”５”のうち”４”を越える身体状態スコアをもつ過体重のイヌ
１０匹を、試験に用いるために一般法に従って同定する。これらの１０匹のイヌに対照飼
料（表１および２）を２週間与える。飼料摂取量を毎日記録し、体重を週１回記録する。
この２週間の給餌期の終了時に、常法に従って血液試料を採取し、化学スクリーンにつき
分析する（表３を参照）。対照飼料を２週間与えた後、次いでイヌに”トウガラシ（ｃａ
ｐｓｉｃｕｍ）”（Ｋａｌｓｅｃ、ミシガン州カラマズー）を含有する新規な治療用飼料
（常法に従って調製）を２週間与える。飼料摂取量を毎日記録し、体重を週１回記録する
。この２週間の給餌の終了時に、血液試料を採取し、化学スクリーンにつき分析する（表
３）。
【００５３】
　[0051]　結果は、トウガラシを含有する飼料を摂取しているイヌは飼料摂取量が低下し
、その結果として、トウガラシを含有する食事を与えられたイヌは０．１３ｋｇ減量した
ことを指摘する。興味深いことに、これらのイヌは血糖値、血清尿素窒素、アラニンアミ
ノトランスフェラーゼおよびアルカリホスファターゼも低下した（表３～５）。
【００５４】
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【００５５】
【表３】

【００５６】
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【００５７】
【表５】

【００５８】
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